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著
者
余
英
時
氏
は
、
主
に
『
論
戴
震
奥
章
亭
誠
|
|
清
代
中
期
皐
術
思
想

史
研
究
|
|
』
(
香
港
、
龍
門
書
庖
、
会
九
七
六
年
)
や
「
中
園
近
世
宗
教

倫
理
輿
商
人
精
榊
』
(
塞
北
、
聯
経
出
版
事
業
公
司
、
一
九
八
七
年
)
な
ど

の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
前
者
は
河
田
悌
一
氏
に
よ
り
た
だ
ち
に
書
評
が

護
表
さ
れ
(
『
史
林
』
第
六
O
巻
第
五
競
、
一
九
七
七
年
)
、
ま
た
後
者
は
森

紀
子
氏
に
よ
り
邦
語
さ
れ
た
後
、
岸
本
美
緒
氏
が
圭
一
目
許
を
愛
表
し
た
(
『
思

想
』
八

O
九
、
一
九
九
一
年
)
。
余
英
時
氏
と
い
え
ば
中
図
近
世
思
想
史
の

権
威
と
し
て
す
で
に
定
評
が
あ
る
の
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
研
究
範
園
は
、
返

世
史
の
み
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
を
針
象
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
す
で
に
周
知
の
事
官
円
で
あ
る
。
例
え
ば
、
近
年
、
著
者
の

主
要
な
著
作
が
『
余
英
時
作
品
系
列
」
(
北
京
、
生
活
・
讃
書
・
新
知
三
聯

書
庖
、
二

O
O
四
年
)
、
『
余
英
時
文
集
』
全
十
巻
(
桂
林
、
虞
西
師
範
大
向
学

出
版
祉
、
二

O
O
四
、
五
、
六
年
)
と
し
て
出
版
さ
れ
、
か
つ
て
後
表
さ
れ

た
多
く
の
作
品
も
新
装
版
・
増
訂
版
と
し
て
再
び
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
本
書
評
が
と
り
あ
げ
る
『
宋
明
理
準
輿
政
治

文
化
』
も
す
で
に
『
余
英
時
文
集
』
の
第
十
巻
目
に
牧
録
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
雨
シ
リ
ー
ズ
を
ひ
と
た
び
繕
け
ば
、
著
者
の
研
究
領
域
の
慶
さ
に
改
め
て

驚
か
さ
れ
る
。
ま
た
、
著
者
の
研
究
の
特
徴
と
し
て
は
、
西
洋
の
歴
史
哲
準

概
念
な
ど
を
頻
繁
に
用
い
、
行
論
上
放
呆
的
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
も
奉
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
著
者
に
と
っ
て
、
西
洋
の
歴
史
や
思

想
は
中
国
を
皐
ぶ
上
で
の
重
要
な
比
較
封
象
だ
と
い
う
。
本
書
も
ま
た
例
に

も
れ
ず
、
著
者
の
中
凶
史
に
封
す
る
長
期
的
な
見
通
し
と
際
史
的
学
に
封
す
る

深
い
造
詣
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
具
能
的
な
紹
介
に
入
る
前
に
、
ま
ず
日
次
を
掲
げ
た
後
、
少
し

本
書
の
構
成
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

自
序
第
一
章
「
政
治
文
化
」
緯
義

第
二
章
遁
撃
、
道
統
輿
「
政
治
文
化
」

第
三
章
古
文
運
動
、
新
学
輿
這
率
的
形
成

第
四
章
遁
泊
予
Y

一
家
「
閥
悌
」
輿
宋
代
悌
教
的
新
動
向

第
五
章
理
問
円
子
山
県
政
治
文
化

五
・
一
道
墜
奥
「
治
這
」
|
|
古
文
、
淫
動
的
影
響

五
・
二
隻
重
論
詮
奥
孟
子
的
影
響

五
・
一
一
一
「
潟
己
而
成
物
」
|
|
ぽ
迫
撃
的
展
開

五
・
四
「
理
一
而
分
殊
」
|
|
〈
西
銘
〉
的
政
治
緬
義

五
・
五
程
氏
《
易
惇
》
中
的
政
治
思
想

五
・
六
朱
喜
…
的
「
君
道
」
及
其
理
的
学
結
構

第
六
章
明
代
理
皐
奥
政
治
文
化
笈
微

六
-
一
明
代
政
治
生
態
興
政
治
文
化

六
・
二
王
陽
明
龍
場
頓
悟
輿
理
事
韓
向

六
・
一
二
「
致
良
知
」
輿
貸
民
行
遁
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附
三二一録

「
拍
離
」
、
「
週
轄
」
奥
「
内
聖
外
主
」

我
擢
致
了
朱
喜
…
的
債
値
世
界
鳴
?

試
説
儒
家
的
整
種
規
劃

本
書
は
内
容
構
成
上
二
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ひ
と
つ
は
第
一
章
か
ら

第
五
章
ま
で
で
、
も
と
も
と
『
朱
烹
的
歴
史
世
界
|
|
宋
代
士
大
夫
政
治
文

化
的
研
究
」
(
蓋
北
、
允
長
文
化
、
二

O
O
三
年
。
以
下
、
『
朱
喜
…
」
と
省

略
)
「
緒
説
」
だ
っ
た
も
の
を
、
本
書
に
再
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
朱
喜
…
』

は
か
宋
代
文
化
史
と
政
治
史
に
関
す
る
総
合
研
究
H

を
調
う
個
別
賞
諮
研
究

で
あ
り
、
そ
れ
が
却
っ
て
、
一
般
の
護
者
に
と
っ
て
は
通
讃
す
る
に
簡
便
で

な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
「
緒
説
」
の
み
を
濁
立
さ
せ
て
別
に
刊
行
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
「
緒
説
」
だ
け
濁
立
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
、
一
加
の

著
作
と
し
て
健
を
成
さ
な
い
の
で
、
さ
ら
に
も
う
一
章
を
附
け
加
え
る
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
れ
が
、
第
六
章
で
あ
り
、
第
二
の
部
分
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
起
承
轄
結
」
で
言
え
ば
、
第
一
章
か
ら
第
五
章
ま
で
が
「
起
承
」
に
、
第

六
章
が
「
轄
結
」
に
相
官
す
る
と
い
う
。

さ
て
、
普
通
な
ら
こ
こ
で
本
書
の
内
容
紹
介
に
は
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
や
め
て
、
評
者
の
問
題
関
心
に
沿
っ
て
幾
つ
か
の
間
題
姑
を
取
り
上

げ
、
些
一
か
感
想
を
述
べ
て
み
た
い
。
通
常
の
書
評
の
健
裁
を
と
ら
な
い
の
は
、

本
書
の
は
躍
で
あ
る
『
朱
裏
』
が
出
版
さ
れ
す
で
に
数
年
が
経
過
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
ま
た
そ
も
そ
も
本
書
の
大
半
が
『
朱
喜
一
』
「
緒
説
」
で
あ
っ
て
、

さ
ら
に
そ
れ
を
要
約
す
る
こ
と
に
あ
ま
り
志
昧
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。

ま
ず
、
『
朱
喜
川
』
や
本
書
を
貫
く
著
者
の
甘
的
を
一
言
で
要
約
す
れ
ば
、

儒
撃
を
心
田
時
の
歴
史
的
文
脈
の
中
で
理
解
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ

ま
り
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
従
来
の
宋
明
理
撃
の
研
究
と
い
え
ば
、
理
・
性
・

心
な
ど
の
析
円
撃
的
と
思
わ
れ
る
諸
概
念
を
朱
子
準
や
陽
明
皐
を
中
心
軸
に
論

じ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
本
書
は
そ
の
よ
う
な
従
来
型
の
折
口
皐
史
・
思
想
史

で
は
な
く
、
む
し
ろ
儒
皐
と
政
治
・
文
化
、
お
よ
び
枇
曾
各
方
而
と
の
関
連

や
相
互
作
用
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
あ
る
思

想
形
成
の
要
因
を
内
在
的
な
そ
れ
で
は
な
く
、
外
在
的
な
も
の
に
求
め
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
本
書
の
書
名
や
『
朱
喜
1

』
の
副
題
に
「
政
治
文

化
」
と
い
う
言
葉
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
こ
の
「
政
治

文
化
」
を
無
楓
で
き
な
い
理
由
は
、
「
天
下
を
以
て
己
の
任
と
矯
す
」
と
い

う
言
葉
が
表
し
て
い
る
よ
う
に
、
士
大
夫
は
究
極
的
に
は
「
一
二
代
の
治
」
を

再
現
し
よ
う
と
す
る
政
治
的
理
想
論
を
根
底
に
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
理
想
論
は
、
同
時
に
現
状
に
到
す
る
批
判
的
な
ま
な
ざ
し
で
あ
り
、
現

賓
枇
舎
を
抜
本
的
に
改
造
し
よ
う
と
す
る
衝
動
で
も
あ
る
。
心
田
時
の
覗
蛤
に

た
て
ば
、
朱
宣
古
川
も
王
守
仁
も
宋
明
時
代
の
枇
舎
を
生
き
た
ひ
と
り
の
土
大
夫

で
あ
り
、
彼
ら
が
精
微
に
組
み
立
て
た
折
口
撃
的
議
論
も
、
首
時
の
政
治
的
動

向
と
無
関
係
で
は
あ
り
え
な
い
わ
け
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
『
朱
喜
ハ
』
と
本
書

は
、
宋
明
理
撃
を
扱
っ
た
思
想
史
研
究
で
あ
る
よ
り
は
、
照
史
研
究
な
の
で

あ
る
。一
例
を
奉
げ
よ
う
。
『
中
庸
章
句
』
序
に
は
朱
子
亭
で
重
ん
じ
ら
れ
る

莞
・
舜
・
再
か
ら
孔
子
・
孟
子
、
断
絶
を
は
さ
ん
で
二
程
・
朱
宗
へ
と
い
う

周
知
の
遁
統
の
展
開
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
序
文
は
、
「
未
子
の
思
想

的
立
場
を
員
正
面
に
押
し
だ
し
た
:
:
:
未
子
準
概
論
」
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

未
子
撃
の
内
賓
を
理
解
す
る
た
め
に
哲
準
史
的
・
思
想
史
的
に
讃
ま
れ
て
き
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た
一
文
で
あ
る
。
ま
ず
、
著
者
は
、
今
ま
で
注
意
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と

と
し
て
、
「
道
統
」
と
「
遁
良
子
」
概
念
の
遠
い
を
明
ら
か
に
す
る
。
本
来
、

朱
奈
は
こ
の
ふ
た
つ
の
一
一
一
日
葉
に
異
な
る
意
味
を
輿
え
て
い
た
が
、
サ
頁
幹
(
朱

喜
…
の
直
弟
子
)
が
そ
の
遣
い
を
不
明
瞭
に
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
朱
烹
の

考
え
で
は
、
「
這
統
」
と
は
、
有
徳
者
(
聖
人
)
で
あ
っ
て
、
向
且
つ
天
子

の
位
に
あ
る
者
、
具
髄
的
に
は
亮
・
舜
・
再
な
ど
の
「
上
山
の
聖
榊
」
の
系

譜
を
指
し
、
そ
れ
に
封
し
て
、
「
這
皐
」
と
は
有
徳
者
で
あ
る
が
、
天
子
の

位
に
即
く
こ
と
の
な
か
っ
た
孔
子
以
下
の
撃
統
を
指
す
。
「
遁
統
」
の
時
代

と
は
有
徳
者
に
よ
る
理
想
的
な
統
治
で
あ
る
が
、
「
道
的
学
」
の
時
代
と
は
、

聖
人
で
は
な
い
の
に
一
大
子
の
位
に
即
く
者
が
い
た
り
、
逆
に
聖
人
な
の
に
天

子
に
な
れ
な
い
者
(
「
道
皐
」
の
継
承
者
)
が
い
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
。

で
は
、
「
道
統
」
と
「
這
拳
」
を
明
確
に
匝
別
す
る
朱
奈
の
意
園
は
ど
こ
に

あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
「
這
事
」
の
時
代
に
お
い
て
、
天
下
を
統
治
す
る
者
、

す
な
わ
ち
現
賓
の
皇
帝
は
、
4
E
Z

・
舜
の
よ
う
な
聖
人
で
は
な
い
こ
と
を
示
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
「
中
庸
章
句
』
序
の
意
固
と
、
陳
亮
と
の
聞

で
争
わ
れ
た
「
王
輔
の
続
」
と
が
論
理
的
に
結
び
つ
く
。
つ
ま
り
、
「
天

理
」
に
よ
る
「
三
代
の
治
」
と
、
「
人
欲
」
に
よ
る
「
漠
唐
の
治
」
と
い
う

枠
組
み
を
共
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
朱
喜
ハ
の
強
烈
な
政
治
批
判
を

讃
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
批
判
の
矛
先
は
南
宋
の
高
宗
以
来
高
ま
っ

た
皇
帝
権
力
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
君
権
の
強
化
、
君
臣
関
係
の

隔
絶
と
い
う
状
況
に
針
す
る
不
満
と
憂
慮
が
、
『
中
庸
章
句
」
序
や
「
王
覇

の
緯
」
の
根
底
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
は

「
莞
・
舜
・
同
相
惇
の
密
己
円
」
(
「
朱
子
文
集
』
巻
三
十
六
「
答
陳
同
甫
」
)

を
継
承
す
る
我
々
「
逗
拳
」
者
こ
そ
、
天
子
を
補
佐
し
「
平
天
下
」
を
賓
現

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
、
と
い
う
自
負
が
打
ち
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
に

著
者
は
皇
帝
支
配
の
も
と
で
の
士
大
夫
の
政
治
参
劃
、
そ
れ
に
よ
る
土
大
夫

の
政
治
的
地
位
の
向
上
を
目
指
す
朱
奈
の
姿
を
譲
み
取
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
書
に
は
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
哲
学
史
的
・
思
想
史
的
言

説
の
政
治
的
文
脈
へ
の
謹
み
替
え
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
政
治
的
環
境
を

踏
ま
え
た
謹
み
取
り
を
経
て
こ
そ
、
朱
蒸
ら
が
展
開
し
た
思
想
の
内
賓
を
異

に
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
、
と
い
う
の
が
著
者
の
主
張
で
あ
り
、
本
書
の

特
色
だ
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
そ
の
ス
タ
ン
ス
の
も
と
、
本
書
を
特
徴
附
け
て
い
る
の
が
、

宋
・
明
と
い
う
思
想
史
的
に
一
括
り
に
さ
れ
が
ち
な
時
代
を
断
絶
し
た
時
代

と
し
て
描
く
慰
に
あ
る
。
本
書
は
内
容
上
第
一
か
ら
五
章
ま
で
と
第
六
章
と

で
二
分
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
紹
介
し
た
。
著
者
が
後
か
ら
書
き
加
え
た
第

六
章
と
い
う
の
は
、
明
撃
に
閲
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
明
率
を

持
っ
て
き
た
の
は
、
宋
明
理
由
学
と
い
う
ひ
と
つ
の
思
想
史
匡
分
の
中
で
の
連

績
性
を
提
示
す
る
た
め
で
は
な
く
、
宋
と
明
と
の
遣
い
を
際
立
た
せ
る
た
め

で
あ
る
。
宋
墜
と
明
皐
に
は
根
本
的
な
遣
い
が
あ
る
と
い
う
、
こ
の
宋
と
明

と
の
断
絶
の
指
摘
こ
そ
、
『
朱
喜
…
』
に
は
な
い
、
本
書
に
新
た
に
附
け
加
え

ら
れ
た
結
論
で
あ
る
。

宋
と
明
と
を
断
絶
さ
せ
る
最
も
根
源
的
な
要
因
は
何
か
。
そ
れ
は
、
朝
廷

に
お
け
る
士
大
夫
の
庭
遇
の
差
で
あ
る
。
宋
代
は
士
大
夫
を
優
遇
し
、
大
臣

及
、
び
一
百
事
官
を
殺
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
{
本
法
が
遵
守
さ
れ
て
き
た
。
か

た
や
明
代
は
洪
武
帝
が
「
廷
杖
」
を
は
じ
め
た
よ
う
に
、
士
大
夫
の
命
が

軽
々
し
く
扱
わ
れ
た
時
代
で
あ
る
。
宋
代
、
優
遇
さ
れ
た
士
大
夫
は
君
主
を

信
出
し
、
君
主
を
莞
・
舜
の
如
き
聖
人
に
至
ら
せ
る
こ
と
で
、
「
三
代
の

治
」
の
再
現
を
目
指
し
た
(
「
得
君
行
這
」
)

0

一
方
、
士
大
夫
が
冷
遇
さ
れ

た
明
代
で
は
、
も
は
や
君
主
を
信
頼
せ
ず
、
英
明
な
占
代
の
帝
王
の
姿
を
そ
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こ
に
投
影
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
皇
帝
に
針
す
る
「
忠
」
の
挫
折

を
直
接
樫
験
し
た
の
が
玉
川
寸
仁
で
あ
る
。
彼
が
、
「
忠
」
を
外
な
る
皇
帝
に

で
は
な
く
、
内
な
る
己
に
求
め
た
現
出
は
こ
こ
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
英
明

な
る
皇
帝
の
も
と
で
の
「
干
天
下
」
の
賓
現
を
諦
め
た
彼
も
、
「
干
天
下
」

白
健
を
諦
め
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
の
日
は
上
か
ら
ド
へ
、
つ
ま
り
人
民
の

方
へ
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
個
々
の
人
民
に
「
良
知
」
を

白
貸
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
平
天
下
」
を
賓
現
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る

(
「
覚
民
行
道
」
)
。
朱
子
皐
の
「
得
君
行
這
」
か
ら
陽
明
皐
の
「
致
良
知
」

「
且
寛
民
行
道
」
へ
、
こ
の
思
考
の
轄
換
を
も
た
ら
し
た
最
大
の
原
因
こ
そ
、

宋
代
と
明
代
の
「
政
治
文
化
」
の
遣
い
な
の
で
あ
る
と
。

こ
れ
こ
そ
、
本
書
の
結
論
な
の
で
あ
る
が
、
で
は
一
健
こ
の
結
論
に
た
ど

り
つ
い
た
本
書
は
、
い
か
な
る
研
究
史
の
系
譜
に
つ
な
が
る
の
か
。
そ
れ
は
、

や
は
り
哲
皐
史
研
究
で
あ
る
よ
り
は
、
歴
史
学
に
、
特
に
皇
帝
権
力
論
に
闘

す
る
研
究
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
本
書
に
の

ぴ
る
そ
の
系
譜
の
一
端
で
あ
る
、
呉
恰
氏
の
「
皇
権
」
「
士
権
」
論
を
紹
介

し
て
お
き
た
い
(
呉
恰
氏
は
「
紳
権
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
が
、
こ
こ
で

は
「
士
権
」
に
統
一
し
て
お
く
)

0

皇
帝
権
力
は
な
に
も
の
に
も
絶
封
的
な
拘
束
を
受
け
な
い
。
皇
族
で
す
ら

臣
民
の
一
部
で
あ
り
、
む
し
ろ
統
治
者
側
に
立
つ
存
在
で
は
な
い
。
で
は
、

皇
帝
と
共
に
天
下
を
治
め
た
の
は
誰
か
。
そ
れ
こ
そ
が
「
士
」
階
級
で
あ
る
。

「
士
権
」
と
は
こ
の
「
士
」
の
持
つ
権
力
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
秦
か
ら
清
ま

で
の
皇
帝
専
制
支
配
に
お
け
る
「
白
主
権
」
と
「
士
権
」
の
力
関
係
は
歴
史
卜

三
段
階
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
①
秦
か
ら
唐
の
段
階
。
門
閥
貴
族
と
皇

帝
と
が
利
害
を
共
に
し
「
共
存
」
し
て
い
る
貌
菅
六
朝
時
代
が
典
型
例
。
②

五
代
か
ら
宋
の
段
階
。
「
自
主
権
」
と
「
士
権
」
と
は
ま
さ
に
商
責
上
の
主
人

と
使
川
市
人
と
の
関
係
に
た
と
え
ら
れ
、
主
人
の
利
盆
は
使
用
人
の
努
力
に
依

存
し
て
い
る
の
で
、
君
臣
聞
の
心
理
的
距
離
は
近
く
も
遠
く
も
な
い
。
そ
の

た
め
宋
朝
の
家
法
で
は
士
大
夫
を
優
遇
し
、
皇
帝
と
士
大
夫
と
が
「
共
治
」

し
て
い
る
と
い
え
、
そ
れ
は
文
彦
博
の
「
上
大
夫
と
天
下
を
共
治
す
」
の
言

葉
に
表
さ
れ
て
い
る
。
③
一
五
か
ら
清
の
段
階
。
「
士
権
」
は
「
皇
権
」
に
と

っ
て
の
奴
隷
で
、
「
奴
役
」
さ
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
ム
叩
さ
え
保
障
さ
れ
な

い
。
明
太
租
洪
武
帝
に
よ
る
「
廷
杖
」
が
典
型
的
事
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
呉
氏
は
「
皇
権
」
と
「
上
権
」
の
力
関
係
を
、
①
↓
②
↓
③
と
し
だ
い

に
「
皇
権
」
が
強
化
さ
れ
「
土
権
」
が
弱
化
す
る
と
い
う
構
園
で
描
い
た
。

本
書
に
関
連
す
る
の
は
②
⑤
の
時
期
で
あ
り
、
文
彦
博
の
護
言
か
ら
宋
代
を

特
徴
附
け
る
こ
と
、
ま
た
明
代
の
廷
杖
を
も
っ
て
明
清
で
の
「
士
権
」
の
低

下
を
説
明
す
る
と
こ
ろ
、
本
書
と
完
全
に
一
致
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
宋
・
明
の
断
絶
と
い
う
愛
想
白
鶴
、
ま
た
「
皇
権
」
と

「
土
権
」
の
権
力
概
念
の
枠
組
み
な
ど
、
呉
氏
の
議
論
を
桝
継
承
す
る
部
分
は

多
い
。
本
主
目
は
通
常
の
思
想
史
研
究
と
し
て
で
は
な
く
、
皇
帝
権
力
論
の
専

著
と
し
て
評
債
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
以
下
で
は
「
皇
権
」

「
上
権
」
の
問
題
に
絞
っ
て
や
や
詳
細
に
許
者
が
感
じ
た
疑
問
黙
を
述
べ
て

み
た
い
。

64 

第
五
章
第
五
節
に
お
い
て
、
著
者
は
程
願
『
易
惇
』
を
取
り
上
げ
て
、
そ

こ
に
込
め
ら
れ
た
程
願
の
君
主
観
を
論
じ
る
。
宋
代
に
お
け
る
士
大
夫
の
良

好
な
環
境
は
、
「
天
下
を
以
て
己
の
任
と
翁
す
」
北
宋
士
大
夫
の
気
概
を
醸

成
し
、
さ
ら
に
君
主
と
共
に
天
下
を
治
め
ん
と
す
る
強
い
要
求
、
皇
帝
濁
治

に
封
す
る
巌
し
い
批
判
を
生
ま
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
。
『
易
惇
』
と
い
う
書

物
に
は
ま
さ
に
こ
う
い
っ
た
北
宋
人
程
願
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
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の
程
願
の
抱
く
皇
帝
支
配
の
理
念
を
、
著
者
は
「
象
徴
性
元
首
」
と
か
「
虚

君
制
度
」
と
命
名
す
る
。
つ
ま
り
、
有
徳
の
君
主
が
賢
な
る
宰
相
に
政
治
を

委
任
し
、
一
切
の
政
治
を
こ
の
宰
相
を
中
心
と
し
た
士
大
夫
が
行
う
と
い
う

無
潟
政
治
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
無
為
と
は
、
『
論
語
』
衡
霊
公

「
子
日
く
、
無
潟
に
し
て
治
ま
る
者
は
、
其
れ
舜
な
る
か
。
夫
れ
何
を
か
潟

さ
ん
や
。
己
を
恭
し
く
し
て
正
し
く
南
面
す
る
の
み
o
」
と
あ
る
「
無
矯
而

治
」
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
著
者
が
「
君
は
無
翁
で
巨
が
有
潟
」
と
簡
潔

に
い
う
よ
う
に
、
政
治
の
賓
務
を
官
僚
に
任
せ
て
し
ま
っ
た
君
主
は
ま
さ
に

何
も
潟
さ
な
い
で
も
天
下
は
治
ま
る
、
と
い
う
意
味
で
の
無
策
で
あ
る
。
そ

う
い
っ
た
君
臣
闘
係
を
程
願
は
理
想
と
し
、
「
易
惇
』
に
込
め
た
の
で
あ
り
、

そ
し
て
、
そ
こ
に
「
君
権
を
抑
制
し
て
、
士
権
を
伸
張
す
る
」
(
一
二
二
二

百
円
)
と
い
う
宋
代
士
大
夫
の
一
貫
し
た
主
張
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
と
。さ
で
、
こ
の
『
論
語
』
街
霊
公
に
い
う
無
矯
政
治
を
踏
ま
え
、
官
僚
に
政

治
を
一
任
せ
よ
と
い
う
主
張
を
宋
代
士
大
夫
の
設
=
日
中
か
ら
見
つ
け
だ
す
こ

と
は
そ
う
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
文
彦
博
に
も
同
様
の
主
張
が

(
4
)
 

あ
り
、
先
に
賢
者
を
得
て
、
後
に
君
主
は
無
潟
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
な

る
ほ
ど
確
か
に
先
程
紹
介
し
た
「
士
大
夫
と
天
下
を
共
治
す
る
」
と
い
う
彼

の
後
言
と
も
密
接
な
繋
が
り
を
持
つ
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の

無
策
政
治
に
込
め
ら
れ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
本
質
を
、
宋
代
と
い
う
時
代
の

中
だ
け
で
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
も
、
無
策
政
治
に
関
す

る
文
彦
博
の
主
張
は
、
彼
自
身
が
い
う
よ
う
に
「
任
官
に
そ
の
人
を
得
、
故

に
無
矯
に
し
て
治
ま
る
」
と
い
う
、
何
甲
一
女
『
論
語
集
解
』
の
解
轄
を
前
提
と

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
任
官
に
人
を
得
て
、
君
主
は
無
震
で
あ
る
と

い
う
理
念
は
、
宋
代
に
新
た
に
表
明
さ
れ
た
急
進
的
な
君
主
観
で
あ
る
と
い

う
よ
り
は
、
む
し
ろ
『
論
語
集
解
」
に
則
っ
た
穏
骨
固
な
惇
統
的
解
稗
で
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
唐
代
の
陸
賛
が
「
此
れ
古
の
聖
王
、
委
任

(

-

3

)

 

青
月
成
す
る
は
、
無
矯
に
し
て
理
ま
る
の
這
な
り
」
、
と
い
っ
て
い
る
の
は
、

(
6
)
 

宋
代
以
前
に
も
同
犠
の
主
張
が
あ
っ
た
こ
と
の
一
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

『
易
惇
』
の
無
潟
政
治
の
理
想
に
か
く
さ
れ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
(
「
象
徴
性

元
首
」
「
虚
君
制
度
」
)
を
理
解
す
る
に
は
、
宋
代
の
士
大
夫
政
治
の
中
だ
け

で
な
く
、
よ
り
多
角
的
で
贋
範
固
な
考
察
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
第
五
章
第
六
節
に
お
い
て
、
朱
烹
の
君
主
観
も
こ
の
よ
う
な
程
願
の

考
え
に
完
全
に
一
致
す
る
も
の
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
君
主

は
徳
を
治
め
、
「
天
下
の
標
準
」
と
な
る
だ
け
の
存
在
で
あ
り
、
残
さ
れ
た

「
君
権
」
は
た
だ
宰
相
を
任
用
す
る
と
い
う
一
事
の
み
で
あ
る
と
い
う
。
し

か
し
、
果
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
は
ま
ず
朱
烹
の
無
矯
政
治
に
封

す
る
解
稗
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
が
順
賞
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
無
潟
政
治
と
は
、
「
任
官
」
の
問
題
で
あ
っ
た
の

に
封
し
て
、
件
一
本
喜
…
の
理
解
は
や
や
異
な
り
、
君
主
の
徳
治
を
前
而
に
押
し
出

し
て
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
事
賓
、
「
朱
子
語
類
』
の
な
か
で
、
無
為

政
治
に
関
す
る
記
事
は
、
巻
二
三
「
論
語
五
、
局
政
篇
上
、
潟
政
以
徳
章
」

(
「
子
日
く
、
政
を
矯
す
に
徳
を
以
て
す
れ
ば
、
壁
一
一
戸
え
ば
北
辰
の
其
の
所
に

居
り
て
、
衆
星
の
之
に
共
う
が
如
し
」
)
に
多
く
あ
り
、
『
論
語
集
注
』
に
は
、

「
政
を
矯
す
に
徳
を
以
て
す
れ
ば
、
則
ち
無
潟
に
し
て
-
大
下
之
に
蹄
す
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
い
う
「
無
矯
」
と

は
徳
を
そ
な
え
て
お
れ
ば
、
何
も
矯
さ
な
く
て
も
天
下
は
治
ま
る
、
と
い
う

意
味
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
聞
い
に
封
し
て
、
朱
烹
は
次
の
よ
う
に
答
え

て
い
る
。日
く
、
「
『
政
を
矯
す
に
徳
を
以
て
す
』
と
い
う
の
は
、
徳
で
政
治
を
し

65 
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て
や
ろ
う
と
す
る
こ
と
で
は
な
い
し
、
つ
く
ね
ん
と
ま
っ
た
く
作
局
す

る
と
こ
ろ
が
な
い
と
い
う
の
で
も
な
い
。
た
だ
徳
が
己
に
修
ま
っ
て
人

が
自
然
と
感
化
す
る
の
だ
。
し
か
し
感
化
は
政
事
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

徳
に
あ
る
。
政
と
い
う
の
は
人
の
不
正
を
正
す
方
法
な
ん
だ
か
ら
、
ど

う
し
て
作
活
が
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
人
民
が
婦
服
す
る
の
は
そ
の
徳
に

よ
る
だ
け
だ
。
だ
か
ら
作
潟
を
待
た
ず
に
天
下
が
婦
服
す
る
さ
ま
は
、

衆
厚
が
北
極
に
向
か
う
よ
う
な
も
ん
だ
。
(
『
朱
子
語
類
』
巻
二
三
、
第

五
侠
)

朱
喜
…
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
「
無
佐
川
」
と
は
「
何
も
佐
川
さ
な
い
」
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。
「
震
政
」
の
「
政
」
と
は
人
の
不
正
を
正
す
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

徳
を
以
て
す
る
と
い
っ
て
も
、
作
震
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
は
な
い
。

「
聖
人
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
や
っ
ぱ
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
(
『
朱
子
語
類
』
巻
二
三
、
第
一
七
保
)
と
い
う
よ
う
に
、
む
し
ろ
積
極

的
に
矯
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
で
は
、
何
を
矯
す
の
か
。
そ
れ

(
8
)
 

は
、
や
は
り
「
刑
罰
披
令
」
「
櫨
楽
刑
政
」
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
こ
そ
が
、

「
政
事
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
感
化
す
る
と
い
う
の
は
聖
人
の
徳
に

人
民
が
自
然
と
感
化
す
る
の
で
あ
り
、
「
徳
」
を
用
い
て
さ
か
し
ら
に
己
に

「
錆
往
」
「
婦
服
」
さ
せ
る
の
で
は
な
い
。
「
無
潟
」
と
い
う
の
は
、
「
出
力

で
婦
服
さ
せ
な
い
」
こ
と
、
「
智
術
で
天
下
を
能
絡
し
な
い
」
こ
と
で
あ
り
、

「
こ
ち
ら
に
徳
が
有
れ
ば
あ
ち
ら
が
自
ず
と
錆
服
す
こ
と
」
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
君
主
が
「
穫
梁
刑
政
」
と
い
っ
た
具
健
的
な
「
政
事
」
を
行
う
も
の
の
、

そ
れ
に
よ
っ
て
強
権
的
に
上
か
ら
人
民
を
蹄
服
さ
せ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

統
治
者
の
徳
ゆ
え
に
、
人
民
側
か
ら
、
言
い
換
え
れ
ば
、
統
治
さ
れ
て
い
る

も
の
が
、
統
治
さ
れ
て
い
る
と
い
う
賓
感
を
も
た
ず
に
、
君
主
を
中
心
と
す

る
天
下
秩
序
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

朱
亘
白
川
の
愛
言
に
は
、
「
無
篇
」
は
「
全
く
何
も
矯
さ
な
い
こ
と
」
で
は
な

い
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
強
調
せ
ん
と
す
る
意
園
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
は

同
時
に
「
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
」
、
つ
ま
り
「
刑
罰
競
令
」
「
櫨
梁
刑

政
」
と
い
っ
た
「
政
事
」
の
取
り
組
み
に
封
す
る
怠
識
的
な
強
調
で
も
あ
る
。

こ
の
強
調
の
意
園
は
、
や
は
り
老
子
の
「
無
気
」
と
の
差
異
化
に
あ
る

(
『
朱
子
文
集
』
者
四
三
「
答
林
揮
之
」
第
二
三
、
二
四
書
簡
)
o

事
賓
、

「
『
局
政
以
準
と
い
う
の
は
、
老
子
の
い
う
無
潟
の
意
味
も
、
こ
れ
で
は

な
い
の
で
す
か
」
と
い
う
問
い
が
弟
子
側
か
ら
愛
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

老
子
の
「
無
潟
」
と
は
如
何
に
、
何
が
達
、
つ
の
か
と
い
う
課
題
が
常
に
彼
ら

の
脳
裏
に
存
在
し
て
い
た
。
「
無
策
」
を
め
ぐ
る
朱
喜
一
ら
の
関
心
の
ひ
と
つ

は
こ
こ
に
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
例
え
ば
、
活
純
仁
の
奏
議
に
あ
る
よ
う
に
、
任
官
に
人
を
得
る

型
の
無
篇
政
治
の
理
念
が
、
老
子
の
「
無
潟
」
と
排
斥
し
あ
う
こ
と
な
く
、

相
補
的
に
語
ら
れ
て
き
た
こ
と
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
れ
ば
、
老
子
が
い
う

「
無
潟
」
と
の
差
異
を
明
確
に
し
、
君
主
に
積
極
的
に
「
政
事
」
に
取
り
く

ま
せ
る
た
め
に
も
、
任
官
に
人
を
得
る
と
い
う
『
論
語
集
解
」
の
理
解
に
従

う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
が
朱
喜
一
の
賓
感
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
論
語
』
「
無
矯
而
治
」
解
轄
を
通
し
て
み
た
朱
烹
の
君
主

観
か
ら
、
「
象
徴
性
元
首
」
「
虚
君
制
度
」
を
讃
み
取
る
こ
と
は
同
難
で
あ
る
。

「
象
徴
」
や
「
虚
」
と
い
う
言
葉
に
は
極
力
何
も
し
な
い
、
さ
せ
な
い
と
い

う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
込
め
ら
れ
て
い
よ
う
が
、
朱
喜
一
の
抱
く
理
想
的
君
主
像
に

は
そ
の
よ
う
な
意
味
を
見
出
せ
ず
、
逆
に
む
し
ろ
積
極
的
に
閥
わ
ら
せ
よ
う

と
す
る
方
向
性
を
も
つ
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
次
の
後
言
に
明
確
に
表
れ
て
い

る。
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天
下
の
事
は
人
主
が
は
っ
き
り
と
理
解
し
て
、
自
分
で
や
っ
て
や
ろ
う

と
思
っ
て
こ
そ
よ
い
。
(
『
未
子
語
類
』
巻
一

O
八
、
第
一

O
係
)
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次
に
第
五
章
第
六
節
に
関
し
て
、
朱
裏
の
皇
極
論
に
つ
い
て
言
及
し
て
お

き
た
い
。
朱
喜
、
の
皇
極
論
は
「
皇
極
端
叶
」
(
『
朱
子
文
集
』
巻
七
二
)
に
丁
寧

に
説
明
し
て
あ
る
の
で
、
以
下
は
主
に
「
皇
極
排
」
に
基
づ
く
理
解
で
あ
る
。

こ
こ
に
い
う
皇
極
論
と
は
、
『
向
主
目
』
洪
範
に
い
う
「
五
皇
極
、
皇
建
其
有

極
」
の
解
轄
を
め
ぐ
る
議
論
の
こ
と
を
指
す
。
『
向
童
日
正
義
』
で
は
、
「
皇
」

は
「
大
」
、
「
極
」
は
「
中
」
で
あ
り
、
君
主
は
人
民
の
主
と
し
て
自
ら
中
を

得
た
逗
を
し
っ
か
り
と
う
ち
立
て
て
、
民
に
教
え
を
施
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
解
担
押
し
て
い
る
。
朱
烹
は
こ
れ
を
否
定
し
、
「
皇
」
を
「
王
」
(
「
君

の
稽
」
)
に
、
「
極
」
を
「
至
極
の
標
準
」
(
「
至
極
の
義
、
標
準
の
名
」
)
に

譲
み
替
え
た
。
こ
の
護
み
替
え
に
こ
そ
朱
吾
川
の
皇
帝
権
力
抑
匿
の
意
園
を
見

る
べ
き
で
あ
る
、
と
著
者
は
主
張
す
る
。

車
な
る
中
ほ
ど
と
い
っ
た
意
味
で
は
な
く
、
「
至
極
の
標
準
」
を
天
下
に

立
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
絶
え
ず
君
主
に
修
養
を
諜
す
こ
と

を
玄
味
す
る
。
著
者
は
こ
の
「
標
準
」
を
立
て
る
と
い
う
貼
に
注
目
す
る
。

つ
ま
り
、
君
主
が
「
純
徳
」
を
具
え
て
天
下
の
「
標
準
」
と
な
る
と
い
う
そ

の
主
張
は
、
君
主
は
た
だ
修
養
に
励
む
だ
け
で
、
そ
の
他
政
治
の
一
切
を
宰

相
以
下
の
士
大
夫
官
僚
に
委
ね
て
し
ま
う
と
い
う
無
気
政
治
の
主
張
と
連
績

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
朱
喜
一
の
皇
極
論
は
「
虚
君
」
を
理
想
と

す
る
程
願
『
易
惇
』
の
観
黙
と
完
全
に
一
致
す
る
の
で
あ
り
、
惇
統
的
な
皇

極
理
解
に
新
説
を
提
示
し
た
朱
喜
…
の
意
闘
は
「
人
君
の
紹
封
権
力
」
を
抑
制

す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
、
と
著
者
は
い
う
。
す
で
に
、
朱
裏
の
無
策

政
治
が
任
官
に
人
を
得
る
型
と
は
内
賓
を
異
に
す
る
し
、
「
虚
君
」
「
象
徴
性

元
首
」
を
理
想
と
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
上
述
し
た
。
こ
こ

で
は
、
皇
極
論
と
皇
帝
絹
針
権
力
の
抑
医
・
抑
制
の
論
理
と
の
閥
係
に
つ
い

て
私
見
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

さ
て
、
著
者
は
「
人
君
の
紺
釘
権
力
」
を
「
君
主
の
紺
釘
権
威
」
、
「
君
権

の
絶
封
化
」
な
ど
と
も
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
「
人
君
の
絶
封
権
力
」
と
い

う
の
は
何
を
指
し
て
い
る
の
か
。
お
そ
ら
く
、
本
文
中
で
の
意
味
は
、
朱
喜
一

が
「
君
命
臣
卑
」
と
憂
慮
す
る
よ
う
な
君
臣
関
係
が
隔
絶
し
た
中
で
、
皇
帝

の
個
人
的
意
志
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
政
策
と
し
て
昔
、
現
し
、
士
大
夫
ら
の
製
肘

を
極
力
排
除
し
た
、
何
も
の
に
も
規
制
・
拘
束
さ
れ
な
い
皇
帝
権
力
の
こ
と
、

と
要
約
し
て
誤
り
は
な
か
ろ
う
と
思
う
。
そ
れ
に
針
し
て
、
皇
帝
権
力
を
抑

制
す
る
こ
と
と
は
、
士
大
夫
側
か
ら
の
規
制
で
あ
り
、
「
皇
権
を
抑
制
し
、

士
権
を
伸
張
す
る
」
こ
と
に
等
し
い
。
士
大
夫
権
力
を
介
在
さ
せ
な
い
政
治

が
「
濁
治
」
で
あ
り
、
士
大
夫
権
力
が
皇
帝
権
力
を
侵
食
製
肘
し
な
が
ら
バ

ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
る
の
が
「
共
治
」
で
あ
る
。
岡
政
に
お
け
る
椎
力
は
皇

帝
側
と
士
大
夫
側
と
の
聞
で
分
配
さ
れ
、
そ
の
時
々
に
よ
っ
て
、
皇
帝
が
よ

り
多
く
を
掌
握
す
れ
ば
「
濁
治
」
、
土
大
夫
側
に
あ
る
程
度
分
譲
さ
れ
れ
ば
、

「
共
治
」
と
な
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
「
皇
極
排
」
に
捕
か
れ
た
、
宰
相

の
任
命
権
の
み
に
権
力
を
縮
小
さ
れ
、
さ
ら
に
倫
理
的
に
拘
束
(
「
存
天
理
、

減
人
欲
」
)
さ
れ
、
個
人
的
白
白
意
志
を
規
制
さ
れ
た
、
非
常
に
窮
屈
な
存

在
に
成
り
下
が
っ
た
理
想
的
な
皇
帝
の
姿
に
、
「
人
君
の
絶
針
権
力
」
抑
制

の
論
理
を
讃
み
取
る
こ
と
に
は
首
肯
で
き
る
。

か
つ
て
費
孝
通
氏
は
「
皇
権
」
の
濫
用
を
防
止
し
て
き
た
三
つ
の
要
素
を

翠
げ
た
。
敬
天
の
観
念
、
「
議
」
の
制
度
、
封
駁
・
喜
一
諌
の
制
度
で
あ
る
。

後
二
者
に
つ
い
て
今
は
鰯
れ
な
い
。
こ
こ
に
い
う
敬
天
の
観
念
と
は
董
仲
野

の
天
人
相
閥
論
に
も
と
づ
く
天
議
論
を
指
す
。
朱
宗
も
、
克
己
白
新
し
、
私
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意
を
少
し
も
生
じ
さ
せ
ず
、

H
々
お
そ
れ
慎
み
、
謎
告
が
く
だ
ら
な
い
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
寧
宗
に
上
奏
し
た
こ
と
が
あ
る
。
天
謎
論
は

「
君
主
の
心
構
え
に
釘
す
る
監
視
・
抑
制
の
機
能
を
も
っ
」
の
で
あ
り
、
確

か
に
皇
帝
権
力
の
暴
走
に
針
す
る
抑
止
の
役
割
を
期
待
さ
れ
て
き
た
。
君
主

の
内
面
か
ら
暴
政
を
防
ご
う
と
す
る
意
味
で
「
皇
極
排
」
で
の
修
身
の
強
調

に
同
様
の
役
割
を
見
山
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
よ
く
よ
く

朱
喜
A

の
皇
極
に
闘
す
る
護
言
を
讃
み
返
せ
ば
、
そ
う
と
だ
け
は
言
い
切
れ
な

、ν
例
え
ば
「
天
下
の
王
」
と
は
、
「
庶
物
に
首
山
川
し
、
人
群
を
統
御
し
天
下

の
極
隼
を
履
む
」
と
い
う
存
在
だ
と
い
う
。
朱
烹
の
「
君
隼
匝
卑
」
の
状
況

に
釘
す
る
憂
慮
を
強
調
し
す
ぎ
で
は
、
こ
の
一
文
を
回
一
解
で
き
な
い
。
「
君

品
尽
」
を
抑
え
よ
う
と
す
る
同
じ
文
章
中
で
、
君
主
は
「
極
隼
」
だ
と
確
認
す

る
の
は
や
や
違
和
感
を
覚
え
る
。
ま
た
、
人
君
と
は
、
四
方
か
ら
中
央
に
む

か
つ
て
、
ま
さ
に
仰
ぎ
頑
ら
れ
る
存
在
(
「
四
方
輯
較
、
面
内
而
環
観
之
」
)

な
の
で
あ
る
、
と
あ
る
。
こ
こ
で
、
「
皇
極
排
」
と
先
述
の
『
論
証
巴
潟
政

と
が
繋
が
る
。

『
論
語
集
注
』
に
い
う
、
「
北
辰
は
北
極
に
し
て
天
の
植
な
り
。
其
の
所

に
居
り
て
動
か
ざ
る
な
り
。
共
は
向
な
り
。
衆
星
の
四
面
に
旋
繰
し
て
之
に

掃
向
す
る
を
言
、
つ
な
り
」
と
。
「
天
の
植
紐
」
た
る
北
辰
を
衆
星
が
め
ぐ
り

婦
服
し
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
衆
星
が
そ
う
し
よ
う
と
し
て
、
そ
う
し

て
い
る
の
で
は
な
く
、
無
意
識
に
自
然
と
そ
う
な
の
で
あ
る
(
『
朱
子
語

類
』
虫
色
二
一
二
、
第
七
係
)
o

君
主
と
そ
れ
以
下
の
人
々
と
の
関
係
は
こ
の
北

辰
と
衆
足
と
の
閥
係
に
釘
比
さ
れ
る
。
君
主
が
有
徳
で
あ
れ
ば
、
人
々
は
肖

然
に
「
蹄
仰
」
す
る
。
君
主
と
は
北
辰
が
「
天
の
植
紐
」
で
あ
る
よ
う
に
、

天
下
秩
序
の
植
統
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
衆
星
と
北
辰
が
、
「
回
韓
書
架
」

「
石
臼
」
「
水
車
」
な
ど
回
縛
す
る
器
機
と
そ
の
中
心
棒
(
ほ
ぞ
)
に
例
え

ら
れ
る
よ
う
に
、
天
下
秩
序
も
皇
帝
を
中
心
と
し
て
め
ぐ
っ
て
お
り
、
も
し

皇
帝
が
い
な
け
れ
ば
、
ほ
ぞ
を
失
っ
た
石
臼
が
用
を
な
さ
な
く
な
る
よ
う
に
、

天
下
図
家
も
ば
ら
ば
ら
に
分
裂
す
る
と
い
う
感
覚
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。

こ
こ
に
表
明
さ
れ
た
朱
烹
の
君
主
観
は
ど
の
よ
う
に
許
債
さ
れ
る
べ
き
か
。

か
つ
て
宮
崎
市
定
氏
は
宋
代
の
君
主
濁
裁
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら

れ
た
。
「
君
主
濁
裁
と
は
・
:
成
る
べ
く
多
く
の
機
関
を
直
接
君
主
指
揮
の
下

に
置
き
、
あ
ら
ゆ
る
凶
家
機
能
が
君
主
一
人
の
手
に
よ
っ
て
の
み
統
轄
せ
ら

る
る
組
織
を
い
う
の
で
あ
る
。
も
し
君
主
が
存
在
せ
ぬ
状
態
を
仮
定
す
れ
ば

民
治
は
民
治
、
軍
事
は
軍
事
、
経
済
は
経
済
と
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
解
躍
し

(
口
)

て
し
ま
う
の
で
あ
る
」
と
。
君
主
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
天
下
は
ば
ら
ば
ら

に
解
健
す
る
。
こ
の
よ
う
な
構
想
を
も
っ
宋
代
官
僚
制
度
を
君
主
濁
裁
樫
制

の
典
型
と
看
倣
す
な
ら
ば
、
「
皇
極
排
」
に
語
ら
れ
た
朱
烹
の
君
主
観
を
も
、

君
主
濁
裁
的
構
想
の
表
れ
だ
と
看
倣
す
こ
と
は
無
理
で
は
な
い
。

他
に
も
、
『
論
一
語
』
本
文
の
「
衆
星
共
之
」
に
あ
る
「
共
」
に
つ
い
て
、

朱
烹
に
よ
る
「
め
ぐ
る
」
か
ら
「
む
か
う
」
へ
の
護
み
の
轄
換
に
は
、
「
絶

封
主
義
的
な
縫
想
」
が
あ
っ
た
と
山
出
慶
児
氏
は
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、

「
北
辰
の
ま
わ
り
を
衆
星
が
め
ぐ
る
と
い
う
周
代
封
建
制
的
議
想
法
」
か
ら

高
民
が
君
主
に
む
か
う
「
「
太
陽
王
」
的
な
愛
想
」
へ
の
愛
化
で
あ
る
と
。

山
出
氏
に
従
う
な
ら
、
「
皇
極
排
」
に
い
う
北
辰
の
ご
と
く
仰
ぎ
見
ら
れ
る

君
主
像
に
「
紹
釘
主
義
的
な
愛
想
」
を
見
る
こ
と
も
誤
り
で
は
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
「
皇
極
排
」
や
「
論
語
集
注
』
に
通
底
す
る
朱
喜
一
の
君

主
観
に
「
君
主
濁
裁
的
」
「
絶
釣
主
義
的
」
な
側
面
を
見
出
す
こ
と
も
可
能

な
の
で
あ
る
。
著
者
の
導
き
山
し
た
結
論
と
み
ご
と
に
相
反
す
る
。
こ
の
事

賓
は
、
直
ち
に
次
の
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。
そ
れ
は
、
天
人
相
閥
論
に
は
、
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天
の
警
告
に
よ
っ
て
君
主
の
暴
政
を
抑
止
す
る
と
い
う
論
理
が
あ
っ
た
と
同

時
に
、
一
大
命
に
よ
る
皇
帝
へ
の
天
下
統
治
権
の
附
興
、
言
い
換
え
れ
ば
天
に

よ
る
皇
帝
権
力
正
常
化
の
論
理
を
も
併
せ
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

皇
帝
は
天
に
ひ
れ
伏
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
同
時
に
、
天
か
ら
統
治
の
正

(
は
)

心
田
性
の
根
擦
を
も
獲
得
し
て
い
る
。
こ
の
天
人
相
閥
論
に
み
る
よ
う
な
、
皇

帝
権
力
に
封
す
る
二
耐
性
を
、
朱
喜
…
の
「
皇
極
排
」
も
持
っ
て
い
た
。
む
し

ろ
お
そ
ら
く
朱
喜
d

に
と
っ
て
は
絶
封
権
力
抑
制
な
の
か
、
そ
れ
と
も
正
常
化

な
の
か
と
い
っ
た
二
者
探
一
の
問
題
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
を

整
合
的
に
説
明
す
る
鍵
が
、
次
の
言
葉
で
あ
ろ
う
。

人
君
は
砂
然
の
身
を
以
て
至
尊
の
位
を
履
む
。

こ
の
言
葉
に
注
目
す
る
の
は
、
こ
れ
が
「
皇
極
排
」
で
展
開
さ
れ
る
議
論
の

大
前
提
だ
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
「
砂
然
の
身
」
と
は
何
か
。
「
砂
然
の
身
」

と
は
「
血
気
の
身
」
と
も
い
わ
れ
、
「
気
質
の
偏
」
「
物
欲
の
私
」
に
よ
っ
て
、

常
に
倫
理
を
乱
し
邪
僻
に
陥
る
恐
れ
が
あ
る
現
賓
の
人
聞
の
こ
と
。
人
は
人

で
あ
る
限
り
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
「
血
気
の
身
」
を
有
し
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
如
何
な
る
人
間
で
あ
っ
て
も
例
外
は
な
い
。
つ
ま
り
、
「
紗
然
の
身
」
、

「
血
気
の
身
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
向
学
び
修
行
す
る
こ
と
(
「
気
質
の
偏
」

「
物
欲
の
蔽
」
を
去
り
、
「
本
然
の
性
」
に
復
す
こ
と
)
が
義
務
附
け
ら
れ

て
い
る
と
い
う
貼
に
お
い
て
、
現
賓
の
生
身
の
人
間
と
は
、
天
子
か
ら
庶
人

(
日
)

ま
で
、
全
く
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
合
意
さ
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
人
君
は
「
砂
然
の
身
」
の
ま
ま
で
「
至
隼
の
位
」
に
邸
く
と
い

う
一
文
は
、
皇
帝
位
は
天
ド
無
一
一
の
最
高
統
治
者
の
位
で
あ
る
が
、
そ
こ
に

座
っ
て
い
る
の
は
常
に
人
欲
に
流
さ
れ
る
危
険
性
の
あ
る
不
安
定
な
人
間
で

あ
る
、
と
い
う
大
前
提
な
の
で
あ
る
。
木
下
銭
矢
氏
の
言
葉
を
か
り
れ
ば
、

ひ
と
つ
の
「
ポ
ス
ト
」
と
し
て
の
皇
帝
位
と
、
そ
こ
に
坐
っ
て
い
る
「
生
身

(
日
)

の
人
間
」
と
し
て
の
皇
帝
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
同
時
に
皇
帝

も
こ
の
「
生
身
の
人
間
」
で
あ
る
か
ぎ
り
、
島
ナ
ぴ
修
行
す
る
こ
と
が
課
せ
ら

れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

以
上
を
踏
ま
え
れ
ば
、
「
至
隼
」
「
極
一
隼
」
で
、
高
民
が
仰
ぎ
見
る
の
は
皇

帝
位
で
あ
り
、
天
に
よ
っ
て
常
一
蹴
さ
れ
、
高
足
の
「
標
準
」
た
る
た
め
に
、

常
に
修
身
を
要
求
さ
れ
る
の
は
、
そ
こ
に
坐
っ
て
い
る
「
生
身
の
人
間
」
で

あ
る
、
と
い
え
よ
う
。
要
す
る
に
、
朱
喜
一
が
ひ
た
す
ら
規
制
を
か
け
ん
と
し

て
い
た
到
象
は
、
そ
こ
に
坐
る
「
生
身
の
人
間
」
な
の
で
あ
っ
て
、
皇
帝
位

に
針
し
て
で
は
な
い
。
「
生
身
の
人
間
」
に
注
目
す
れ
ば
、
皇
帝
権
力
抑
制

に
み
え
る
だ
ろ
う
し
、
皇
帝
位
に
注
目
す
れ
ば
、
君
主
濁
裁
鰹
制
を
補
強
す

る
論
理
に
も
み
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
朱
烹
の
君
主
観
の
主
眼
は
、
組
封
権

力
強
化
な
の
か
抑
制
な
の
か
と
い
う
問
い
の
中
で
捉
え
る
こ
と
は
な
か
な
か

に
難
し
く
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
で
論
じ
査
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は

な
い
の
か
、
と
思
わ
れ
る
。
か
り
に
朱
烹
の
思
想
に
は
、
君
主
権
力
抑
匿
の

側
面
し
か
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
一
位
な
ぜ
て
ん
・
明
・
清
に
お
い
て
健

制
救
撃
た
り
え
た
の
か
、
疑
問
は
膨
ら
ん
で
ゆ
く
。

さ
ら
に
、
附
け
足
す
な
ら
、
そ
も
そ
も
朱
裏
の
君
主
観
を
「
皇
権
を
抑
制

し
、
土
権
を
伸
張
す
る
」
と
い
う
、
「
皇
権
」
か
「
士
権
」
か
の
二
項
針
立

の
中
で
理
解
す
る
こ
と
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

も
う
す
こ
し
、
「
皇
極
排
」
を
分
析
し
て
み
よ
う
。
「
順
徳
」
を
具
え
た
君

主
が
命
令
を
天
下
に
布
け
ば
、
そ
の
人
民
が
履
行
せ
ね
ば
な
ら
な
い
常
倫
や

教
え
(
躍
楽
刑
政
)
と
は
、
す
べ
て
「
天
の
理
」
で
あ
り
、
「
上
帝
の
降

哀
」
に
異
な
ら
な
い
、
と
あ
る
。
い
ま
、
逐
一
引
用
す
る
ゆ
と
り
が
な
い
の

で
、
結
論
だ
け
述
べ
れ
ば
、
「
上
帝
の
降
衷
」
と
は
、
「
中
庸
』
「
天
の
命
ず

る
之
を
性
と
謂
う
」
に
封
廃
す
る
。
つ
ま
り
、
天
が
個
々
の
存
在
に
理
・
性
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を
割
附
け
る
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
天
下
に
下
さ
れ
た
君
主
の
命

令
と
は
、
天
が
各
人
に
性
を
割
附
け
る
か
の
ご
と
き
絶
封
性
を
持
つ
。
人
民

側
か
ら
い
え
ば
、
そ
こ
で
受
け
た
命
令
と
い
う
の
は
、
天
か
ら
性
を
賦
輿
さ

れ
た
か
の
ご
と
く
、
議
み
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
天
下
の

人
民
は
君
主
が
下
し
た
「
礎
梁
刑
政
」
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
「
道
徳
の

光
華
」
を
親
し
く
被
る
こ
と
が
で
き
る
。
天
下
の
「
標
準
」
と
な
っ
た
君
主

が
下
す
命
令
と
は
こ
の
よ
う
に
、
天
下
の
最
末
端
、
個
々
の
人
民
に
洩
れ
な

く
行
き
及
ぶ
。
こ
こ
に
表
明
さ
れ
た
理
念
の
中
に
、
権
力
の
大
部
分
を
士
大

夫
に
委
譲
し
、
身
動
き
の
と
れ
な
く
な
っ
た
皇
帝
像
を
見
出
す
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。
こ
こ
に
認
め
ら
れ
る
の
は
、
士
大
夫
と
「
共
治
」
の
も
と
天
命
の

ご
と
く
天
下
に
命
令
を
貫
徹
さ
せ
る
君
主
で
あ
る
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
任
官
に
人
を
得
る
型
の
無
矯
政
治
に
し
て
も

同
じ
こ
と
が
言
え
そ
う
で
あ
る
。
も
う
一
度
、
文
彦
博
の
主
張
に
立
ち
返
っ

て
み
る
と
、
彼
の
い
う
無
億
政
治
が
、
た
と
え
政
治
を
士
大
夫
官
僚
に
委
ね

る
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
皇
帝
権
力
が
一
切
介
入
で
き
な
い
領
域
を
つ

く
る
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
文
彦
博
が
こ
の
無
気
政
治
の
理
念
を
論
じ

る
こ
と
と
な
っ
た
愛
端
が
、
そ
も
そ
も
皇
帝
白
身
が
無
潟
政
治
を
理
想
と
し
、

そ
の
内
賓
に
つ
い
て
彼
に
質
問
し
た
こ
と
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え

て
も
理
解
で
き
る
。
和
市
…
矯
政
治
と
は
士
大
夫
側
だ
け
が
抱
く
理
想
だ
と
は
限

ら
な
い
。
文
彦
博
の
加
熱
矯
政
治
の
主
張
は
、
「
皇
権
」
か
「
士
権
」
か
の
二

項
針
立
の
中
で
、
士
大
夫
側
の
代
表
と
し
て
、
皇
帝
か
ら
政
治
権
力
や
権
限

の
委
譲
を
目
的
と
し
て
な
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
皇
帝
の
名

で
出
さ
れ
る
命
令
・
競
令
を
合
理
的
に
天
下
に
貫
徹
さ
せ
る
た
め
、
言
い
換

え
れ
ば
、
皇
帝
政
治
を
安
定
的
に
展
開
さ
せ
る
た
め
に
、
皇
帝
統
治
の
ひ
と

つ
の
理
想
と
し
て
持
ち
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
白
書
権
」
と
「
士
権
」
の
強
さ
の
問
題
は
、
且
人
山
明
氏
の
議
論
が
持
つ
問
題

黙
と
重
な
り
合
う
。
呉
恰
氏
の
研
究
は
愛
表
さ
れ
て
す
で
に
多
く
の
年
月
が

過
ぎ
、
議
論
の
枠
組
み
白
健
も
も
は
や
古
典
的
と
さ
え
い
え
る
。
現
在
に
お

い
て
も
中
岡
政
治
史
を
論
じ
る
分
析
概
念
と
し
て
の
有
数
性
は
失
わ
れ
て
い

な
い
。
し
か
し
、
朱
喜
一
ら
首
時
の
人
聞
が
抱
く
理
念
を
分
析
す
る
に
嘗
た
っ

て
も
、
同
質
の
有
数
性
を
持
っ
か
ど
う
か
は
別
問
題
で
あ
る
。
確
か
に
、
皇

帝
の
個
人
的
権
力
の
む
き
出
し
の
行
使
に
は
、
官
僚
士
大
夫
の
王
子
に
よ
る
撃

肘
が
加
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
の
は
程
朱
ら
道
皐
士
大
夫
の
共
通

認
識
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
も
っ
て
「
士
権
の
伸
張
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
る

と
し
て
も
、
「
皇
権
を
抑
制
」
し
、
果
て
は
「
象
徴
化
」
(
無
化
)
す
る
も
の

で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、
彼
ら
の
意
園
は
、
「
士
権
」
を
接
大
す

る
こ
と
で
、
「
皇
権
」
統
治
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
っ

た
か
。
朱
業
ら
の
理
念
は
「
皇
権
」
か
「
上
権
」
か
、
と
い
う
問
い
の
中
で

は
捉
え
き
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
拙
許
の
感
想
で
あ
る
。
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最
後
に
、
も
う
一
知
だ
け
感
想
め
い
た
こ
と
を
附
け
加
え
て
お
き
た
い
。

そ
れ
は
、
宋
明
理
墜
と
清
朝
考
設
内
苧
と
の
関
係
で
あ
る
。
か
つ
て
著
者
は
清

朝
考
誼
皐
が
生
ま
れ
た
思
想
史
的
意
義
を
、
文
字
の
獄
を
は
じ
め
と
す
る
皐

問
に
謝
す
る
政
治
権
力
の
堅
迫
と
い
う
、
思
想
の
外
在
的
要
因
に
よ
っ
て
で

は
な
く
、
知
識
主
義
(
遁
間
的
学
)
と
反
知
識
主
義
(
隼
徳
性
)
の
相
克
の
中

で
位
置
づ
け
る
「
内
在
理
路
」
の
解
稗
を
提
出
さ
れ
た
。
本
書
は
、
そ
れ
と

は
逆
に
外
在
的
要
肉
に
重
貼
を
置
く
こ
と
で
宋
皐
と
明
息
子
と
を
論
じ
ら
れ
、

特
に
、
明
撃
に
閲
し
て
は
、
強
権
的
な
皇
帝
権
力
と
そ
れ
に
左
右
さ
れ
る
思

想
界
の
様
子
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
。
で
は
、
こ
の
皇
帝
権
力
の
学
問
に
針

す
る
医
迫
と
い
う
問
題
に
注
甘
し
た
場
合
、
い
っ
た
い
明
撃
か
ら
清
息
子
へ
と



い
う
流
れ
は
ど
の
よ
う
に
描
き
な
お
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ぜ
ひ
と
も
鰯
れ

て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
。

先
に
述
べ
た
と
お
り
、
本
書
の
特
殊
性
に
鑑
み
、
通
常
の
書
評
の
形
式
を

と
ら
ず
、
許
者
の
問
題
閥
心
に
そ
っ
て
、
朱
烹
の
思
想
を
中
心
と
し
た
若
干

の
問
題
黙
を
論
じ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
指
摘
し
た
部
分
は
本
書
の
ほ
ん
の

一
部
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
本
書
や
『
朱
喜
…
』
の
根
幹
と
な
る
部
分

で
あ
っ
て
、
雨
童
日
を
通
讃
す
る
上
で
無
楓
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
と
思
う
。

と
は
い
え
、
宋
明
理
撃
の
明
墜
に
つ
い
て
全
く
鰯
れ
る
こ
と
が
山
川
来
な
か
っ

た
の
は
、
評
者
の
力
不
足
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
著
者
の
研
究
者
と
し
て
の

経
験
や
賓
績
に
針
し
て
評
者
は
足
元
に
も
お
よ
ば
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

筆
を
執
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
朱
喜
一
の
思
想
を
準
ぶ
初
撃
者
と
し
て
、

本
書
や
『
朱
烹
』
か
ら
非
常
に
多
く
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
か

ら
で
あ
る
。
本
書
を
合
め
、
著
者
の
朱
烹
に
関
す
る
研
究
は
今
後
も
世
界
中

で
讃
ま
れ
、
受
け
継
が
れ
て
い
く
に
ち
が
い
な
い
。
事
賓
、
近
年
「
朱
亘
白
川
』

に
言
及
す
る
研
究
は
中
園
・
蓋
湾
を
中
心
に
相
賞
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
我

が
岡
に
お
い
て
も
、
著
者
の
研
究
は
思
想
史
を
志
す
者
の
み
な
ら
ず
、
歴
史

畑
の
研
究
者
に
も
よ
り
虞
く
語
ま
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
浅
間
円
子
非
才
ゆ
え
の
誤

解
や
的
外
れ
な
意
見
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
著
者
の
御
寛
恕
を
願
い
た
い
。
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+
主(
1
)
余
英
時
著
、
森
紀
子
誇
『
中
岡
近
世
の
宗
教
倫
理
と
商
人
精
神
』

(
平
凡
枇
、
一
九
九
一
年
)
。

(
2
)
島
田
慶
次
「
大
学
・
中
庸
」
(
新
訂
中
園
古
典
選
第
四
巻
、
朝
日

新
聞
枇
、
一
九
七
八
年
)
、
一
四
三
頁
。

(
3
)

呉
恰
等
『
皇
権
輿
紳
権
」
(
上
海
観
察
祉
、
一
九
四
八
年
)

0

(
4
)

「
故
後
世
聖
帝
明
王
、
莫
不
勢
於
求
賢
、
而
逸
於
致
治
。
努
於
求

賢
、
則
先
有
億
也
。
漁
一
於
致
治
、
則
後
無
矯
也
o
」
(
『
文
灘
公
文

集
』
巻
九
「
進
一
無
潟
而
治
論
」
、
ま
た
『
宋
朝
諸
臣
奏
議
』
巻
八

「
上
仁
宗
論
治
必
有
潟
而
後
任
…
潟
」
)

0

(
5
)

「
唐
陸
宣
公
集
』
巻
一
七
、
「
中
書
奏
議
一
、
請
許
吉
室
省
長
官
奉

薦
属
吏
吠
」
0

(
6
)

石
川
安
貞
注
で
は
「
無
策
而
理
之
這
」
を
「
任
官
得
其
人
、
故
無

局
而
治
」
と
注
程
し
て
い
る
(
『
唐
陸
宣
公
集
」
巻
二
二
、
「
奉
天
請

数
針
群
臣
粂
許
令
論
事
吠
」
)
。

(
7
)

「
論
語
集
注
』
衛
霊
公
に
は
「
濁
稀
舜
者
、
紹
嘉
之
後
、
而
又
得

人
以
任
衆
職
、
故
尤
不
見
其
有
震
之
迩
也
o
」
と
あ
り
、
舜
が
「
任

官
に
人
を
得
た
」
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
聖
人
一
般
の

「
無
策
の
治
」
の
要
因
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
楠
山

春
樹
「
儒
家
に
お
け
る
無
篇
の
思
想
」
(
『
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ア
』
第
七

九
競
、
一
九
九
二
年
)
、
の
ち
『
這
家
思
想
と
這
数
』
(
平
河
出
版
献
、

一
九
九
二
年
所
牧
)
を
参
照
。

(
8
)

「
潟
政
以
徳
、
非
是
不
用
刑
罰
披
令
」
(
『
朱
子
語
類
』
巻
一
一
一
一
一
、

六
候
)
、
「
所
謂
無
局
、
非
是
蓋
廃
了
許
多
簿
来
日
之
類
」
(
『
朱
子
語

類
』
巻
二
三
、
一
一
一
一
候
)
、
「
櫨
梁
刑
政
、
因
不
能
廃
」
(
『
未
子
語

類
』
巻
二
三
、
一
六
候
)
。

(
9
)

「
朱
子
語
類
』
巻
二
三
、
第
二

O
候。

(
日
)
「
沼
忠
宣
公
全
集
奏
議
」
巻
上
「
上
神
宗
論
親
決
庶
政
」
0

(
日
)
小
島
毅
『
宋
撃
の
形
成
と
展
開
』
(
創
文
一
吐
、
一
九
九
九
年
)
、
五

四
頁
。
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(
ロ
)
宮
崎
市
定
『
東
洋
的
近
世
』
(
「
宮
崎
市
定
全
集
』

2
東
洋
史
、
告

波
書
応
、
一
九
九
二
年
)
、
一
八
二
[
三
頁
。

(
日
)
山
同
慶
兄
『
朱
子
の
自
然
墜
」
(
岩
波
書
庖
、
一
九
七
八
年
)
、

「
皿
天
文
息
子
」
、
二
五
五
頁
。

(
H
)
岸
本
美
緒
「
皇
帝
と
官
僚
・
紳
士
|
|
明
か
ら
清
へ
」
(
網
野
善

彦
等
編
、
岩
波
講
座
『
天
皇
と
王
権
を
考
え
る
2
、
統
治
と
権
力
』

岩
波
書
庖
、
二

O
O
二
年
)
、
二
四
七
!
八
頁
。

(
日
)
『
朱
子
語
類
』
巻
一
一
八
、
第
二
二
二
係
、
『
朱
子
文
集
』
径
一
五

「
経
第
一
講
義
」
な
ど
を
参
照
。

(
叩
山
)
木
下
銭
矢
「
「
治
」
よ
り
「
理
」
へ
|
|
陸
賛
・
王
安
石
・
朱
喜
…

|
|
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
第
五
王
巻
第
三
競
、
一
九
九
六
年
)
、
の

ち
「
朱
喜
一
再
讃
』
(
研
文
出
版
、
一
九
九
九
年
所
収
)
、
三
四
二
頁
。

(
U
)

岸
本
美
緒
、
前
掲
註
(
日
)
論
文
。

二
O
O
四
年
七
月
官
官
北

A
五

刈

四

O
七
頁

允
長
文
化

三
八

O
元
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